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麗澤高等学校で他国を学ぶ！ 

        麗澤大学留学生と高校生の交流 
令和 4 年 12 月 9 日（金）麗澤高等学校にて 

麗澤中学・高等学校（千葉県柏市/校長： 櫻井 讓）の人間力を育むための高校生の寮「麗寮」で

は、今年度から月2回の「インターナショナルタイム」を実施しています。寮生が参加するこのインタ

ーナショナルタイムでは、外部講師と麗澤大学外国語学部の在学生がスタッフ役となり、「英会話」

「歌のディクテーション」「ディベート」「留学生との交流」などの毎回異なるプログラムを行いま

す。これは、授業で学んだ英語をアウトプットする機会を数多く設ける事で、寮生たちの英語活用へ

の意識とスキルの向上を目的としています。 

寮生活のメリットのひとつは、日々の学習時間を十分に確保できることです。その潤沢な学習時間

を活用し、寮生活で鍛えられたコミュニケーション能力を英語運用能力としても活かしながら、生徒

たちは毎回、楽しく積極的にプログラムに取り組んでいます。 

 今回のインターナショナルタイムでは「留学生との交流」として、モンゴル、チベット、ベトナム

出身の麗澤大学の留学生 5 名と交流します。交流は 11 月 18 日（金）と 12 月 9 日（金）の 2 回に分け

て行われ、前回の 11月 18日(金)では、モンゴル、チベット、ベトナム 3名の方から、各国の地理や文

化、生活の様子を学び、質疑応答などを通して各国についての理解を深めました。チベットの方が話

された難民としての人生の話では、生徒達は言葉に込められたその想いも深く心に刻みました。次回

は小グループに分かれ、留学生と一緒に「わたしのおすすめ」について対話します。他国の同世代の

人との対話で、お互いを理解し真の多様性を認め合うための学びの時間を共有します。 

 約8か月間、講師として携わり、自身も英会話教室を運営する三浦礼子さんは「英語はあくまでもコ

ミュニケーションツールのひとつです。それを使ってどのように他国の方々と接するかが大切です。

麗澤高等学校の寮生は他者に対する思いやりの心が備わっている生徒が多く、英語の発信力を身につ

けることで世界に貢献できる人に成長してくれると期待しています」とコメントしています。 

 これからもこのプログラムを通じて、視野を世界に広げつつ、実践力としての英語力を向上させて

いきます。 

 

 

麗澤大学留学生と高校生の交流 

 

日程：令和 4年 12月 9日(金) 

時間：18:30～20:00 (寮生活での自習時間) 

場所：麗澤中学・高等学校 iHUB教室 

参加者：麗澤高等学校 寮生  

高校 1年生全員と高校 2年生の希望者 

 

 

 

 
 

【麗澤中学・高等学校について】 

麗澤中学・高等学校は昭和 10 年、 創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉県柏市光ヶ丘）

に開塾したことから始まります。2015 年には中高一貫コースの「叡智コース」を新設。グローバル社会の中で、冷静かつ客観的に物

事の本質を見抜き、複雑な諸問題を解決していく総合的な人間力である「叡智」を携えた真のリーダーを育成するため、開校以来、蓄 

積してきた研究成果と実績を活かし、さらに麗澤らしい教育活動を展開していきます。 

 

【本件に関するお問合せ先】麗澤中学・高等学校 URL: https://www.hs.reitaku.jp/ 

〒277-8686 千葉県柏市光ヶ丘 2-1-1   TEL: 04-7173-3700  FAX: 04-7173-3716 

広報部広報課 担当：小嶋（おじま）Email: web_master@hs.reitaku.jp   

 

前回の様子 
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